
縄文時代の北村遺跡について 
明科の光地籍から北村縄文

人が発掘されたのは、1987 年

（昭和62）のことでした。 

犀川右岸の河岸段丘面に広

がり、縄文時代中期の終わりか

ら後期前半（約4000～3500年 

前）の住居跡や墓、そして300体に上る人骨が発見さ

れました。茅野市の中ッ原遺跡出土の土偶「仮面の女

神」は、2014年（平成26）に国宝指定されましたが、

北村遺跡からもからだの部分が欠 

けている土偶が見つかりました。 

北村縄文人の平均寿命は34歳 

くらいで、虫歯も少なく、ドング 

リや木の実を主食としていました。 

貝塚を残した縄文人とは異なる特徴が見られ、墓の上

には川原石を組んだ墓標が置かれていました。 

現在は長野自動車道明科トンネル入口手前の切り通

しとなっていて、近くの広場には北村遺跡の碑が建立

されています。縄文時代へロマンをかきたてられます。 

＜関係資料＞ 

『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 11』 

（財）長野県埋蔵文化財センタ－ 1993 

『信濃の青竜犀川』 建設省北陸地方建設局千曲川工事事務所編 1994 

『縄文人の一生 夏季企画展図録』 長野県立歴史館編 1996 

『遺跡から調べよう！①旧石器・縄文時代』 童心社  2013 

『掘ってわかった信州の歴史』 

長野県埋蔵文化財センタ－30周年記念誌 2013 

本と人との出会いの広場…図書館だより 

 

 
三郷図書館講座 

 
 

絵本の森美術館    

館長 酒井倫子さ   

んを講師にお招き 

し、近代日本文学 

の作家を取り上 

げ、４回の文学講 

座を開いていま

す。作家の生い立ち、作品の背景を学び、朗

読を通して作品に親しむ講座です。芥川龍之

介、新美南吉、宮沢賢治の絵本で、酒井さん

による読み語りや互いの朗読を聞き合うこと

により、絵本の良さに浸ることができました。

「輪読が楽しい」「作者がますます好きになっ

た」などの感想が出され、充実したひととき

となりました。１２月は小川未明を扱います。 

クラフト講座では地域の方を講師に、紙ひ

もを使ってﾊﾞｽｹｯﾄを編むｸﾗﾌﾄﾊﾞﾝﾄﾞ講座が行

われました。熱中し時が経つのも忘れるほど

で、２回の講座で編みあがったものは三郷文

化産業展で展示しました。「持って歩きたい。

また、ぜひやって」と感想も聞こえてきまし

た。６月にはﾊﾟｽﾃﾙｱｰﾄ講座も開かれ、親子で

楽しんでいただきました。 

これからも図書館を活 

用し、生活を豊かに、楽 

しんでいただける場の取 

り組みを進めてまいりま 

す。 

 

明科図書館 

奮闘！？調べもの日記（レファレンス） 
 

La・Book №42 

ら ぶ  っ  く 

平成２７年１２月２日発行 

安 曇 野 市 図 書 館 

１２月号 

堀
金
図
書
館
は
、
来
年
度
、
隣
の
庁
舎

内
に
新
た
に
開
館
し
ま
す
が
、
現
在
の
場

所
に
図
書
館
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

た
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。 

珍
プ
レ
ー
：
図
書
館
は
窓
を
介
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。 

館
内
は
外
か
ら
よ
く
見
え
ま
す
の
で
、

窓
越
し
に
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
ほ
と
ん
ど
は
場
所
の
案
内
で
す
が
、

桜
の
名
所
へ
の
道
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
時
に
は
、
公
民
館
の
職
員
さ
ん

に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

好
プ
レ
ー
：
堀
金
在
住
の
利
用
者
さ
ん

を
巻
き
込
ん
だ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス 

南
安
曇
農
業
高
校
第
二
農
場
の
碑
に
つ

い
て
質
問
を
受
け
、
資
料
は
用
意
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
質
問
さ
れ
た
方
か
ら
「
実

際
に
行
っ
て
見
て
み
た
い
か
ら
場
所
を
教

え
て
欲
し
い
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
土

地
勘
が
薄
く
説
明
で
き
な
い
職
員
に
代
わ

り
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
利
用
者
さ
ん

が
丁
寧
に
道
案
内
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 と

て
も
歴
史
あ
る
堀
金
図
書
館
に
は
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
地
域
の
方
々
の
支
え

が
あ
っ
た
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
新
し

い
図
書
館
に
な
っ
て
か
ら
も
、
地
域
の

方
々
に
好
き
で
い
て
も
ら
え
る
図
書
館

を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
堀
金
図
書
館
職
員
） 

私と図書館 

イノシシの牙製のかんざしと 

腕輪をつけた壮年男性 

仮面土偶（幅8.8㎝） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

堀 金 図 書 館 ご利用のお知らせ 
大変ご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願いします。 

12月6日（土）まで       通常利用 

12月27日（日）～1月7日（木）システム変更のため休館 

1月8日（金）～31日（日）   図書返却のみ（貸出不可） 

閲覧可、学習コーナー可 

2月1日（月）～3月31日（木） 閉館（引っ越し作業） 

4月1日（金）          新堀金図書館開館 

 

中央図書館から 

本本ののソソムムリリエエ（（職職員員））おおすすすすめめ本本  

 

一般書  『野宿入門』 かとう ちあき／草思社 
タイトルそのままに「野宿」

について長々と述べた本です。

こちらの著者は女性。それもま

だ若くて可愛らしい感じの人で

あることにまず驚きます。なぜ

女性が野宿を？と疑問に思った

方はもうこの本の面白さに引き

ずり込まれることでしょう。「自 

由」であることをモットーに、あらゆる処で野宿

を楽しむ彼女。そこには笑える面白さと人生を楽

しむ強さを感じます。 
 

児童書  『秘密の花園』 

Ｆ・Ｈ・バーネット作 猪熊葉子訳／福音館書店 
両親を亡くしたメリーは、イ

ギリスのおじさんに引き取られ

ることに。しかし大きなお屋敷

には遊び相手もいず、メリーは

ひとりぼっちでした。ある日メ

リーは、コマドリに誘われ長い

間立ち入りを禁じられていた庭 

園を見つけます。その荒れ果てた庭園を自分だけ

の「秘密の花園」とし、よみがえらせる決心をし

ますが……。つむじまがりの女の子が自然と親し

み、健やかに育っていくお話です。 

職人がひとつひとつ手作業で行う本作りの工

程、大好きな物をいつまでも大切に使っていく心

が、美しい水彩画で丁寧に描かれた絵本です。 

１１月貸出ランキング 
 

一般書 
１ 火花／又吉直樹 

〃 流星の絆／東野圭吾 

３ 祈りの幕が下りる時／東野圭吾 

〃 虚ろな十字架／東野圭吾 

〃 鬼神の如く／葉室 麟 

〃 キャロリング／有川 浩 

〃 絶唱／湊かなえ 

８ 下町ロケット〔１〕／池井戸潤 

〃 潮流／今野 敏 

〃 スクラップ・アンド・ビルド／羽田圭介 

〃 置かれた場所で咲きなさい／渡辺和子 
 

児童書 
１ バムとケロのさむいあさ／島田ゆか 

２ バムとケロのおかいもの／島田ゆか 

３ おつきさまこんばんは／林 明子 

〃 かいけつゾロリのようかい大うんどうかい／原ゆたか 

〃 １４ひきのもちつき／いわむらかずお 

〃 ねずみくんのクリスマス／なかえよしを 

〃 のりものつみき／よねづゆうすけ 

〃 ばいばい／まついのりこ      他多数 
 

AV資料 
１ アバタ―／ジェームズ・キャメロン監督 

〃 岳／片山 修監督 

〃 用心棒／黒沢 明監督 

４ 愛と青春の旅だち／テイラー・ハックフォード監督 

〃 おじゃる丸／マロのゆかいな世界／大地丙太郎 

〃 借りぐらしのアリエッティ／米林宏昌監督 

〃 刑事／重光亨彦          他多数 

 

市内全ての図書館が 

休館します。 
１２月２７日（日） 

～１月７日（木） 
図書館システム変更のため、長

く休館しますがご理解とご協力

をお願いします。 

※
編
集
後
記
※ 

「
日
本
が
、
世
界
が
武

器
を
捨
て
、
手
を
取
り
合

い
、
本
当
の
意
味
で
幸
せ

に
な
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
あ
の
夏

の
出
来
事
を
絶
対
に
忘

れ
な
い
、
忘
れ
さ
せ
な
い

こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す
」
と
、「
平
和
の
つ
ど

い
」
の
会
場
内
に
、
穂
高

西
中
学
校
富
永
み
ず
希

さ
ん
の
力
強
い
言
葉
が

響
き
渡
っ
た
。
広
島
市
長

松
井
一
實
さ
ん
の 

涙
を
誘
い
ま
し
た
。 

編集・発行・お問い合わせ 

         中央図書館 ☎８４－０１１１ 

         豊科図書館 ☎７１－４０２２ 

         三郷図書館 ☎７６－３０７８ 

         堀金図書館 ☎７２－５７９６ 

         明科図書館 ☎６２－１１２２ 

図書館ホームページ(蔵書・資料の検索もできます) 

http://www.city.azumino.nagano.jp/tosho/index.htm
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